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鎌 倉 市 議 会 ⃝定例会等の主な動き
本会議（12/ ７～14）·······································一般質問、議案上程、採決（２～４面）
常任委員会等（12/15～22）·········································議案・陳情審査等（２～４面）
観光厚生常任委員会・総務常任委員会連合審査会（12/21、26）······················（４面）
議会全員協議会（12/22）·················································································（３面）
本会議（12/27）·····························緊急質問、委員長報告、議案上程、採決（３、４面）

⃝定例会の概要
・今定例会では、19名の議員が一般質問を行いました。
・�市長提出議案として、条例関係議案８件、補正予算議案３件、その他議案
17件を可決し、固定資産評価審査委員会委員の選任議案３件に同意しまし
た。また、「議案第72号鎌倉市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定
について」の撤回を承認しました。

・�議員提出議案として、「鎌倉市パチンコ店等の建築等の規制に関する条例
の一部を改正する条例の制定について」ほか９件を可決し、陳情６件を採
択、１件を不採択としました。

平成28年12月定例会（12月７日～27日）
子育て支援センターの指定管理者の指定議案等を可決

【今後の定例会開会予定日】　２月定例会：平成29年２月８日（水）

　鎌倉市議会では、平成27年１月に鎌倉市議会基本条例を制定し、より市民に分かりやすく、身近な存在となる
よう「開かれた議会」を目指しています。今号では、今任期中に取り組んできた内容の一部をご紹介します。

｜開かれた議会を目指して｜

　平成27年から、毎年５月に議会報告会を開催し、新年度予算
の審査結果、各常任委員会の審査結果を市民の皆さまに報告し
ております。その際、市民の皆さまからの意見聴取も実施して
おり、毎回貴重なご意見をいただいております。
　引き続き、多くの皆さ
まにご参加いただけるイ
ベントになるよう検討し
ていきます。
　なお、今年は４月に市
議会議員選挙があるた
め、７月に開催する予定
です。詳細については、
別途お知らせします。

　鎌倉市議会では、議員１人当たり月額５万円
（年額60万円）の政務活動費を交付しており、
平成28年から、各議員が支出した内容をまとめ
た「政務活動費支出明細表」をホームページで
公開しています。また、各議員から提出された
政務活動費収支報告書、会計帳簿、領収書など
の資料を市役所３階の行政資料コーナーに配架
し、自由に閲覧いただけるようになりました。

　議会図書室を市民の方にも利用しやすくする
ため、蔵書のデータベース化を行い、市議会ホー
ムページで公開しました。
　市民の方もご利用いただ
けますので、蔵書の貸し出
しを希望される方は、議会
事務局までお問い合わせく
ださい。

　本会議、常任委員会等の審査の様子について、
インターネット中継を行っています。
　このうち、委員会中継について、中継映像の
下部に審査中の日程をテロップで表示させるよ
うに変更し、視聴者に進行状況が一目で分かる
ように見直しを行いました。

　地方分権が進む中、議員自ら政策立案を行うことの重要性が
増しています。
　鎌倉市議会では、議員が会派を超えて研究会を構成し、政策
研究を行い、政策提言・政策立案を目指すため、弁護士や大学
教授などの専門知識を有する方から助言、指導を受けることが
できる「政策法務相談」という制度を設けています。
　平成25年度の制度設立以
降、「議員定数と議員報酬
の在り方」、「在宅歯科診療
の拠点整備及び休日急患歯
科診療所の在り方」などの
テーマについて実施してき
ました。

議会図書室の見直し

インターネット中継の見直し

政策法務相談の実施

議会報告会の開催 政務活動費の公開
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一
般
質
問

　
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
、
次
の

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
公
文
書
に
は
読
み
や
す

さ
、
分
か
り
や
す
さ
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
使
わ
れ
方
も
時
代

に
よ
っ
て
変
わ
る
。
市
の
公
文

書
作
成
規
程
も
そ
れ
に
合
わ
せ

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

総
務
部
長
…
文
章
や
用
語
は
時
代

と
共
に
変
遷
し
て
お
り
、
公
文

書
作
成
規
程
も
市
民
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
見
直
し
を
図
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

質
問
…
企
業
活
動
拠
点
整
備
事
業

に
お
け
る
選
定
委
員
会
の
会
議

録
を
情
報
公
開
請
求
し
た
と
こ

ろ
、
会
議
録
は
作
成
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
選
定
の
過
程
が
分

か
る
よ
う
に
会
議
録
を
作
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

同
部
長
…
平
成
27
年
３
月
に
策
定

し
た
行
政
文
書
の
作
成
に
関
す

る
指
針
で
は
、
審
議
会
等
の
会

議
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。
ま
た
、
審
議
会
等

に
関
す
る
指
針
に
お
い
て
も
、

会
議
終
了
後
、
会
議
録
を
速
や

か
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
た
め
、
事
業
者
の
選
定
な
ど

の
場
合
は
、
選
定
過
程
の
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
会
議

録
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
文
書
作
成
指
針

の
根
本
的
な
目
的
が
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

に
あ
る
た
め
、
職
員
に
周
知
徹

底
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
行
政
文
書
の
作
成
に
関
す

る
指
針
は
本
市
の
業
務
遂
行
に

お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
平
成
28
年
11
月
に
実
施

し
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

指
針
を
把
握
し
て
い
る
職
員
は

46
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
指
針
が

末
端
ま
で
伝
わ
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
…
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

前
の
永
年
保
存
文
書
の
整
理
・

保
存
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

同
部
長
…
保
存
期
間
30
年
の
長
期

保
存
文
書
約
２
千
箱
の
確
認
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
約
５
０
０

箱
分
が
歴
史
的
公
文
書
へ
の
移

管
対
象
と
し
て
さ
ら
に
選
別
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
保
存
状
態
が
良
く
な
い
文

書
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
行
う
歴
史
的
公
文

書
の
抽
出
作
業
を
終
え
た
後
に

修
復
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
抽
出
作
業
等
、
公
文
書
を

整
理
す
る
に
は
、
ど
の
く
ら
い

　
本
市
に
お
け
る
乳
幼
児
・
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
次
の
視
点
か

ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
】

質
問
…
子
供
の
成
長
・
発
達
を
確

認
す
る
意
味
で
、
乳
幼
児
健
診

は
大
変
意
味
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
の
目
的
等
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
乳
幼
児
健
診

は
、
発
育
、
栄
養
状
態
等
の
確

認
や
、
疾
病
、
障
害
の
早
期
発

見
と
適
切
な
医
療
お
よ
び
療
育

の
確
保
、
乳
幼
児
期
の
健
康
の

保
持
・
増
進
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
健
診
の
際
は

専
門
職
が
育
児
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
育
児
支
援
や
虐
待
予
防

の
機
会
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

質
問
…
新
生
児
に
対
し
て
、
先
天

性
の
聴
覚
障
害
を
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
が
あ
る
。
本
市
の
実

施
状
況
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
任
意
の
検
査
で
は
あ
る

が
、
本
市
で
は
約
９
割
の
新
生

児
が
実
施
し
て
お
り
、
費
用
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
病
院
で
、

７
、
８
千
円
で
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

質
問
…
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に

よ
っ
て
、千
人
に
１
人
か
２
人
、

聴
覚
障
害
が
発
見
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
他
市
に
先
駆
け

て
実
施
費
用
を
補
助
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

市
長
…
子
育
て
、
出
産
の
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
い
う
の
は
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
費
用
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

【
子
育
て
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て
】

質
問
…
子
育
て
支
援
の
拡
大
の
施

策
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発

祥
の
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て
、
本

市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長
…
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、

保
健
師
や
助
産
師
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
妊
娠
か
ら

出
産
、
育
児
ま
で
対
象
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
く
取

り
組
み
で
あ
る
。
地
域
や
医
療

機
関
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
づ
く
り
の
ほ
か
、
幅
広
い
情

報
提
供
等
を
行
う
も
の
と
考
え

て
い
る
。

質
問
…
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
聞
き

た
い
。

同
部
長
…
対
象
者
へ
の
支
援
が
複

数
の
課
に
わ
た
る
場
合
、現
在
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
担
当
者
が
連

携
を
し
な
が
ら
支
援
を
し
て
い

る
。
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
一

貫
し
、
効
果
的
か
つ
き
め
細
や

か
な
支
援
を
し
て
い
く
た
め
に

の
時
間
が
必
要
な
の
か
。

同
部
長
…
今
年
度
実
施
し
た
歴
史

的
公
文
書
調
査
結
果
に
よ
る
移

管
対
象
の
書
類
の
確
認
・
抽
出

作
業
は
、
お
お
む
ね
２
年
程
度

の
時
間
を
要
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

質
問
…
公
文
書
管
理
と
情
報
公
開

は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
公
文
書

管
理
条
例
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
、
公
開
を
前
提
と
し
た
行
政

運
営
を
行
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
特
に
政
策
決
定
と
公
文
書

管
理
の
在
り
方
は
直
結
し
て
お

り
、
本
市
に
と
っ
て
非
常
に
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

市
長
…
公
開
を
前
提
と
し
た
行
政

運
営
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
現
在
課
題
と
な
っ
て

い
る
長
期
保
存
文
書
か
ら
歴
史

的
公
文
書
を
選
別
す
る
作
業
を

終
わ
ら
せ
た
後
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

公
文
書
管
理
に
つ
い
て

乳
幼
児
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

一般質問項目一覧
①河村琢磨（みんな）
１　�つながる社会、創造する未来に� �

ついて
②永田磨梨奈（鎌夢会）
１　女性活躍推進について
２　企業立地支援について
３　オープンデータについて
４　市民協働について
５　地域の安心・安全について
③上畠寛弘（公正）
１　�子育て支援の拡大、鎌倉版ネウボラ

の実現
２　農業振興と人材確保
３　�社会福祉法人ラファエル会の実態と

浄化
４　鎌倉市の教育の在り方
５　市長の政治姿勢と腐敗・癒着・堕落
６　公正な選挙と若年世代の政治参加
④渡邊昌一郎（無所属）
１　�コンプライアンス推進参与の効果検

証について
２　官民連携について
３　�オリンピック（セーリング）の事前

準備について

　・�ユニバーサルデザインツアーに� �
ついて

　・�腰越漁港の改修とヘリテイジに� �
ついて

　・空き家対策と民泊について
４　契約事務等について
　・�関係書類の公開範囲について
　・�契約会社と議員の関係について
　・�契約書の訂正と追加について� �
（契約変更等）

　・�ＩＣレコーダーの録音について
⑤前川綾子（鎌倉みらい）
１�防災について
　・��学校の防災
　・�津波対策
　・�アプリの活用
　・�緑保全のしくみづくり
⑥保坂令子（神奈川ネット鎌倉）
１　空き家対策について
２　一人暮らし高齢者調査について
３　まち・ひと・しごと創生について
４　公文書管理条例について
⑦吉岡和江（日本共産党）
１　�安心して住み続けられる鎌倉をめざ

して　市民アンケートから
　・�樹林管理、道路改善、介護、子育て

支援、健康づくり等
２　深沢まちづくりと新駅について

⑧松中健治（無所属）
１　�災害時の避難場所とライフライン� �

広場・下水道・トイレ・燃料・水道・
�避難場所（土地）仮設住宅用・食料

２　憲法について
⑨久坂くにえ（みんな）
１　高齢者の運転事故防止について
２　�ダブルケアを中心とした子育て支援

について
⑩岡田和則（無所属）
１　�債権管理課の実績（過去・現在）、

課題、今後の見通し
２　ふるさと寄附金推進について
３　ポケモンＧＯとまちづくり
４　市長の政治姿勢について
⑪髙橋浩司（鎌夢会）
１　行財政改革について
⑫赤松正博（日本共産党）
１　子どもの貧困対策について
２　文化財保護行政について
⑬西岡幸子（公明党）
１　�乳幼児健診の充実と発達障害の早期

発見・支援について
２　�鎌倉山１丁目及び笛田３丁目地区に

おける違反造成問題について
⑭大石和久（公明党）
１　�岡本二丁目用地施設整備基本計画に

ついて

⑮納所輝次（公明党）
１　�深沢地域整備事業について
２　鎌倉市地域防災計画について
　・�災害発生時における避難所運営につ

いて
⑯ 千一（無所属）
１　電柱の地中化と危ない歩道について
２　�鎌倉市内の鉄道の駅でまだバリアフ

リーになっていない駅について
３　�虐待・いじめから痛ましい事故に� �

ついて
４　図書館運営と人件費について
⑰竹田ゆかり（無所属）
１　教育環境条件整備について
２　公文書作成規程について
３　図書館の運営体制について
４　�社会福祉協議会の今後のあり方に� �

ついて
⑱ 山田直人（鎌倉みらい）
１　環境関連諸計画とまちづくりについて
２　いきいき健康のまちづくりについて
⑲渡辺隆（みんな）
１　交通政策について
　①ロードプライシング
　②�パーク＆ライド
　③�電線の地中化
　④�村岡新駅
　⑤�観光客の分散化

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
12
月
定
例
会
で
は
19
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
2
月
中
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
を

図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
、今
後
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
存
在
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
国
が
進
め
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
ま
ず
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
に
よ
る
母
子
保
健

相
談
、
ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業

等
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
現
在
策
定
作

業
中
の
、
第
３
期
基
本
計
画
後

期
実
施
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
拠
点
と
な

る
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
先
行
事
例
や
他
市
の
状
況

等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問
…
子
育
て
し
て
い
る
立
場
か

ら
見
る
と
、
出
産
、
子
育
て
に

関
す
る
窓
口
は
一
元
化
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
一
元
化
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援

体
制
の
強
化
を
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

経
営
企
画
部
長
…
本
市
に
お
け
る

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
母

子
保
健
の
観
点
や
子
供
の
養
育

と
い
う
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

課
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子

供
の
年
齢
や
状
況
に
応
じ
た
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

今
後
、
本
市
の
実
情
や
子
育

て
支
援
に
関
わ
る
課
の
意
見
等

を
聴
取
し
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
組
織
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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建設常任委員会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総務常任委員会

12月16日開催　
審査した内容（議案４件、陳情１件、報告事項等５件）

12月19日開催　
審査した内容（議案４件、陳情４件、報告事項11件）

12月20日、21日開催　
審査した内容（議案12件、陳情14件、報告事項等８件）

12月15日開催　
審査した内容（議案５件、議会議案１件、陳情１件、報告事項11件）

陳情第44号　産後ケア事業に対する補助金についての陳情
　本陳情は、本市の産後ケア事業に、無料クーポン券等の補助制度を導
入すること、また、制度については、出産後４カ月未満の子育て中の全
ての女性を対象とすることを求めるものです。
　他自治体の状況としては、国が平成27年度から進めている「地域子ど
も・子育て事業」の一つである産後ケア事業については、事業を開始す
る自治体が増えてきており、県内では横浜市、川崎市、横須賀市で、対
象者に対する支援を実施しているとのことです。
　また本市の状況としては、現在、市内の二つの産科医療機関で産後ケ
アが実施されているものの、利用料の全額が自己負担となっており、少
子化や核家族化による育児力の低下など、支援が必要な女性が年々増加
傾向にあることから、先行事例等を踏まえ、平成29年度から始まる市の
第３期基本計画後期実施計画の中で実現できるよう検討していきたいと
のことでした。
　委員会では、「質疑を通じ、今後、行政計画において産後ケアに対す
る支援充実を図っていくという市の方向性が確認できた」「実施に当た
り、まずは対象となる子育て中の女性のニーズをしっかりと把握した上
で進める必要があり、実施中のサービスの充実を含め、手厚い支援を行っ
ていくべき」との意見が出され、総員により採択されました。

報告事項　北鎌倉隧道の安全対策について
　北鎌倉隧道の安全対策などについて、次のとおり報告を受けました。
　平成28年７月に開催された文化財専門委員会の意見を受け止め、土木
と文化財の専門家から構成する検討委員会が発足され、尾根の文化財的
価値とトンネルの通行の安全が両立できる方策（工法）の検討を開始し、
11月に開催された第１回検討委員会では、仮設隧道の整備について、隧
道は削らずにライナープレートを既存隧道内および隧道の鎌倉側に設置
し、両坑口を土のうで補強する案が了承され、この案を文化庁に報告し
了解が得られたとのことです。今後は、検討委員会で保全方針を踏まえ
た安全対策の方策（工法）を今年度末までに検討の上、まとめる予定で
あるとのことです。
　なお、隧道は地元住民の生活道路や通学路などに利用されていますが、
隧道の通行禁止後、大船高校の生徒の朝の通学のために開設しているＪ
Ｒ北鎌倉駅下り線大船側の臨時改札口を、一般にも利用できるよう、Ｊ
Ｒと協議を重ね、北鎌倉隧道の安全対策工事が完了するまでの間、仮改
札口として開設する協定を締結するための補正予算を12月定例会に提案
したとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

報告事項　鎌倉市中学校給食基本方針の策定について
　平成29年11月から開始する中学校給食を着実に実施するため、教育委
員会が策定した「鎌倉市立中学校給食基本方針」（以下、基本方針）に
ついて、報告を受けました。
　基本方針では、地産地消、季節の行事や郷土料理などを取り入れ、市
の栄養士が献立を作成すること、民間の調理施設で調理した給食をラン
チボックスに盛り付けて各中学校へ配送するデリバリー方式で実施する
こと、食物アレルギー対応については、ランチボックスを通常献立のも
のとは異なる色のものを使用するなど、誤配・誤食の事故が起こること
のない安全性を最優先にした運用に努めていくことなどが定められてい
るとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

中学校給食サンプル献立
米飯を中心とした主食とおかず３～４品
毎日みそ汁やスープなどの汁物が付きま
す。汁物とご飯の容器は、専用の保温コ
ンテナで配送され、温かい状態で配膳さ
れます。

報告事項　防災対策の取組状況について
　防災対策の取組状況については、担当課から逐次状況報告を受けてい
ますが、平成28年９月定例会以降、特に重点的に取り組みを進めている
事案について報告を受けました。
　災害情報の収集・提供の充実については、気象情報等の自動配信機能
に市のTwitter、Facebookへの連携機能を追加することが可能となり、
平成29年１月から運用を開始するとのことです。
　避難行動要支援者対策については、自治・町内会等へ提供する避難行
動要支援者名簿の作成が完了し、11月下旬から本格的に提供を開始して
いるとのことです。
　関係団体等との災害協定締結については、平成28年６月定例会で陳情
が採択されたことを受け、11月１日に災害時における段ボールベッド等
の供給協定を取扱業者で構成される「東日本段ボール工業組合」と締結
し、災害時には段ボール製簡易ベッド、段ボール製シート、段ボール製
間仕切り等の供給ルートが確保されることになったとのことです。
　また、津波対策として、由比ガ浜のＮＴＴ鎌倉ビルを32箇所目の津波
避難施設として指定を行ったこと、そのほかに、各種訓練等の実施結果
と今後の予定について、および崖地対策の推進について関係課との課題
の共有と対応策の検討を開始したとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

　

平
成
28
年
12
月
22
日
に
議
会
全

員
協
議
会
を
開
催
し
、
市
長
か
ら

次
の
２
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

○
不
適
切
な
事
務
処
理
お
よ
び

　
関
係
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
９
月
定
例
会
に
お
け

る
一
般
質
問
に
お
い
て
、
有
効
期

限
切
れ
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た
予

防
接
種
お
よ
び
白
紙
請
求
書
を
使

用
し
た
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
、
怠
慢
な
事
務
処
理
や
ず
さ
ん

な
公
金
管
理
が
原
因
で
、
生
活
保

護
費
が
盗
難
に
遭
う
事
件
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
事
実
関
係
の
調

査
、
原
因
究
明
お
よ
び
再
発
防
止

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
し
た
「
不
適
切
な
事

務
処
理
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」

で
、
内
部
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
第
三
者
に
よ
る
「
検

証
専
門
員
」を
設
置
し
、市
が
行
っ

た
内
部
調
査
を
検
証
し
た
上
で
、

追
加
調
査
の
助
言
と
支
援
な
ら
び

に
再
発
防
止
に
向
け
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。　

　

こ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
不
適
切
な
事
務
処
理
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
関
係
職
員
に
対
し
て
、

懲
戒
処
分
等
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
案
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
再
発
防
止
に
努

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
用
と
信

頼
の
回
復
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
政
運
営
の
総
括
責
任

者
と
し
て
、
今
回
の
件
を
重
く
受

け
止
め
、
今
定
例
会
に
、
市
長
、

所
管
の
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の

給
与
減
額
条
例
を
提
出
す
る
。

○
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

　

実
際
に
要
す
る
費
用
よ
り
も
多

く
の
通
勤
手
当
を
受
給
し
て
い
た

工
事
」
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

第
一
中
学
校
通
学
路
の
崖
崩
落

防
止
工
事
の
早
期
着
工
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。通学路の状況

◇
崖
地
崩
落
防
止
措
置
に
つ
い
て

の
陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

小
坪
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
崩
落
事

故
に
関
連
し
、
周
辺
の
山
林
に
つ

い
て
再
発
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
産
後
ケ
ア
事
業
に
対
す
る
補
助

金
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

産
後
ケ
ア
事
業
に
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
等
の
補
助
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
、
出
産
後
４
カ
月
未
満
の

子
育
て
中
の
全
て
の
女
性
を
対
象

と
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
市
役
所
主
導
で
「
自
主
ま
ち
」

活
性
化
の
為
の
連
絡
会
議
を
設

置
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
団
体
活
性
化

の
た
め
、
市
役
所
主
導
で
知
恵
の

伝
授
と
助
言
の
場
を
つ
く
る
よ
う

切
望
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
と
し
た
陳
情
】

◇
旧
鎌
倉
図
書
館
の
活
用
方
法
に

関
し
て
の
陳
情

職
員
等
お
よ
び
勤
務
時
間
中
に
公

用
車
を
私
的
利
用
し
た
職
員
に
つ

い
て
、
減
給
や
訓
告
の
懲
戒
処
分

等
を
行
っ
た
。

陳
情
の
議
決
結
果

　

今
定
例
会
で
は
24
件
の
陳
情
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
６
件
を

採
択
し
た
ほ
か
、１
件
を
不
採
択
、

14
件
を
継
続
審
査
と
し
、
３
件
を

全
議
員
に
配
付
し
ま
し
た
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

鎌
倉
市
図
書
館
が
目
指
す
べ
き

将
来
像
の
確
立
に
つ
い
て
の
陳

情
陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

今
後
の
図
書
館
運
営
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
、
本
市
図
書

館
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
の
確
立

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
は
総
員
、本
会
議
で
は
多 

数
の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
各
常
任
委
員
会
開
催
前
に
傍
聴

資
料
を
配
架
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
お
よ
び
審
議
結
果

　

市
議
会
各
常
任
委
員
会
の
審
議

事
項
に
係
る
資
料
に
つ
い
て
、
市

民
等
が
あ
ら
か
じ
め
内
容
を
把
握

で
き
る
よ
う
、
委
員
会
開
催
前
に

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
配
架
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇
「
第
一
中
学
校
通
学
路
（
兼
津

波
避
難
通
路
）
の
崖
崩
落
防
止

常任委員会
審査の一部を紹介します

◆
条
例
案
の
内
容
お
よ
び
議
決
結
果

　
市
長
は
、
給
料
お
よ
び
地
域
手

当
の
10
分
の
１
を
３
カ
月
間
、
所

管
の
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
は
、

給
料
お
よ
び
地
域
手
当
の
10
分
の

１
を
１
カ
月
間
減
額
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
12
月
27
日
開
催
の
本
会
議
に
お

い
て
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
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今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
11

件
の
議
案
が
、市
長
か
ら
32
件（
う

ち
１
件
は
撤
回
）
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
内
容

お
よ
び
議
会
に
お
け
る
議
決
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
パ
チ
ン
コ
店
等
の
建
築
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
に
制
定
さ
れ
た
鎌
倉

市
パ
チ
ン
コ
店
等
の
建
築
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
の
制
定
目
的
で

あ
る
、
良
好
な
都
市
環
境
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
資
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
従
来
対
象
施
設
と
な
っ
て
い

た
保
育
所
の
み
な
ら
ず
、
制
定
当

時
に
は
な
か
っ
た
小
規
模
保
育
施

設
な
ど
の
新
た
な
運
営
体
系
の
保

育
施
設
に
つ
い
て
も
、
対
象
施
設

に
追
加
し
網
羅
す
る
こ
と
で
、
当

初
の
制
定
目
的
を
果
た
す
べ
く
、

パ
チ
ン
コ
店
・
ラ
ブ
ホ
テ
ル
等
の

建
築
・
出
店
等
の
規
制
強
化
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
復
活

に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
に
廃
止
さ
れ
た
地
方

議
会
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て
、

制
度
を
復
活
し
な
い
よ
う
強
く
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

条例 第71号 鎌倉市農業委員会の委員の定数等に関する条例の制定について 可決
補正
予算 第78号 平成28年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号）

（一般廃棄物焼却処理等業務等） 可決
そ
の
他

第67号 指定管理者の指定について
（子ども会館および子どもの家） 可決

議
会
議
案

第26号 鎌倉市パチンコ店等の建築等の規制に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決

第33号 地方議会議員年金制度の復活に断固として反対する意見書の提出
について 可決

陳
情

第29号 鎌倉市図書館が目指すべき将来像の確立についての陳情 採択

第43号「第一中学校通学路（兼津波避難通路）の崖崩落防止工事」についての陳情 採択

第44号 産後ケア事業に対する補助金についての陳情 採択
第60号 崖地崩落防止措置についての陳情 採択

第62号 市役所主導で「自主まち」活性化の為の連絡会議を設置すること
に関する陳情 採択

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公

明

党 

鎌
倉
市
議
会 

議

員

団

鎌
倉
み
ら
い

公

正

と

法

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・

鎌

倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
髙
橋　
　
浩
司

日
向　
　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

小
野
田　
康
成

渡
辺　
　
隆

河
村　
　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

中
村　
聡
一
郎

大
石　
　
和
久

西
岡　
　
幸
子

納
所　
　
輝
次

池
田　
　
実

前
川　
　
綾
子

山
田　
　
直
人

長
嶋　
　
竜
弘

中
澤　
　
克
之

上
畠　
　
寛
弘

吉
岡　
　
和
江

赤
松　
　
正
博

三
宅　
　
真
里

保
坂　
　
令
子

千　
　
　
一

竹
田　
ゆ
か
り

岡
田　
　
和
則

渡
邊　
昌
一
郎

松
中　
　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○：賛成　－：反対

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決
結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中澤克之議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　

昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
ボ
ブ・デ
ィ
ラ
ン
は「
ノ
ッ

ク　

ノ
ッ
ク　

天
国
の
扉
を
」
と

歌
っ
て
い
ま
す
。
詩
の
意
味
と
は

違
い
ま
す
が
、
本
号
一
面
に
あ
る

通
り
鎌
倉
市
議
会
で
も
議
会
改
革

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
内

容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
扉
を
ノ
ッ
ク
し
て

き
た
結
果
で
す
。
ノ
ッ
ク
を
続
け

れ
ば
い
つ
か
扉
は
開
け
ら
れ
る
と

信
じ
て
さ
ら
に
改
革
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
議
会
改
選
と
な
り
ま

す
。
議
員
定
数
も
議
論
し
ま
し
た

が
、
結
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に

応
え
る
議
会
に
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

�

（
渡
辺　

隆
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長　
保
坂　
令
子

　
副
委
員
長　
永
田
磨
梨
奈

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
前
川　
綾
子

　
委　
　
員　
渡
辺　
　
隆

　
委　
　
員　
上
畠　
寛
弘

　
委　
　
員　
吉
岡　
和
江

編
集
後
記

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
委
員
の
定

数
を
条
例
で
定
め
る
と
と
も
に
、

委
員
の
選
定
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
鎌
倉
市
農
業
委
員
選
定
委
員

会
を
法
の
規
定
に
基
づ
く
附
属
機

関
と
し
て
設
置
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
実
施

を
予
定
し
て
い
る
機
構
改
革
に
向

け
、
部
の
設
置
、
変
更
お
よ
び
廃

止
な
ら
び
に
そ
の
事
務
分
掌
の
一

部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

改
正
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
、

委
員
会
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
市
長
か
ら
、
報
告

を
実
施
し
た
委
員
会
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
受
け
、
組
織
の
見
直

し
を
実
施
す
る
こ
と
の
趣
旨
や
内

容
を
、
よ
り
丁
寧
に
説
明
す
る
時

間
が
必
要
と
の
判
断
が
示
さ
れ
、

当
該
議
案
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

税
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係

る
経
費
、
生
涯
現
役
促
進
地
域
連

携
事
業
に
係
る
経
費
、
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
に
係
る
経
費
お

よ
び
一
般
廃
棄
物
焼
却
処
理
等
業

務
に
係
る
経
費
の
追
加
な
ど
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

と
も
に
５
億
７
９
７
５
万
円
を
増

額
し
、補
正
後
の
総
額
は
６
２
２
億

２
７
０
８
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例
に
定

め
る
腰
越
子
ど
も
会
館
お
よ
び
山

崎
子
ど
も
会
館
と
、
子
ど
も
会
館

に
併
設
し
て
い
る
鎌
倉
市
子
ど
も

の
家
条
例
に
定
め
る
こ
し
ご
え
子

ど
も
の
家
「
か
も
め
」
お
よ
び
や

ま
さ
き
子
ど
も
の
家
「
め
じ
ろ
」

の
指
定
管
理
者
を
、
株
式
会
社
明

日
香
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

今定例会で、下記の意見書提出および決議に係る議会議案を
可決しました。
なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、
関係機関に送付しました。

可決した意見書・決議

（意見書の提出）
・�ブラック企業を根絶するため、労働法令の規制強化など効
果的な対策を強く求める意見書

・�ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロック」の整備促
進を求める意見書

・�高齢運転者による交通事故の防止対策強化を求める意見書
・�過去最大規模となる中国公船と中国漁船による我が国の尖
閣諸島周辺海域の領海侵入及び漁業活動等に対する断固と
した措置を求める意見書

・�禁錮以上の有罪判決が確定した際に執行猶予がついた場合
も被選挙権の欠格事由とするよう公職選挙法の改正を強く
求める意見書

・地方議会議員年金制度の復活に断固として反対する意見書

（決議）
・議会運営委員会を軽んじる髙橋浩司議員らへの問責決議
（可決した意見書・決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

　

市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
総
員
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

久
壽
米
木
惠
美
子
氏（
岡
本
在
住
）

山
口　

吉
一
氏
（
常
盤
在
住
）

齋
藤　

秀
樹
氏
（
梶
原
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
29
年
２
月
７
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

ラ
フ
ァ
エ
ル
会
の
記
者
会
見
内

容
と
の
相
違
点
」「
今
後
の
再

発
予
防
に
つ
い
て
」「
責
任
の

所
在
に
つ
い
て
」「
委
託
事
業

に
お
け
る
今
後
の
契
約
の
あ
り

方
」
の
４
点
を
た
だ
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

12
月
５
日
開
催
の
観
光
厚
生

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
審
査

中
の
「
社
会
福
祉
法
人
ラ
フ
ァ

エ
ル
会
の
施
設
管
理
に
つ
い

て
」、
同
法
人
の
施
設
管
理
上

の
課
題
お
よ
び
今
後
の
契
約
の

在
り
方
を
た
だ
す
た
め
、
総
務

常
任
委
員
会
に
対
し
連
合
審
査

会
（
※
）
の
開
催
を
申
し
入
れ

る
こ
と
と
し
、
12
月
21
日
に
初

回
の「
観
光
厚
生
常
任
委
員
会
・

総
務
常
任
委
員
会
連
合
審
査

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
今
後
、
執
行
部

側
へ
の
質
疑
に
加
え
、
参
考
人

へ
の
意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
、

「
11
月
18
日
開
催
の
観
光
厚
生

常
任
委
員
会
で
の
原
局
答
弁
と

連合審査会の様子

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
・

総
務
常
任
委
員
会
連
合

審
査
会
を
開
催

※
連
合
審
査
会
と
は
？

　
案
件
の
付
託
を
受
け
た
委
員

会
が
、
他
の
関
連
す
る
委
員
会

と
合
同
で
審
査
・
調
査
を
行
う

た
め
に
開
く
会
議
の
こ
と
。


